
労
働
問
題
に
関
す
る
新
著
二
つ

平
　
　
田

隆
　
　
夫

　
　
　
　
は
し
が
を

　
こ
こ
に
１
私
が
紹
介
し
よ
う
と
す
る
新
著
は
、
次
の
二
つ
の
小
冊
子
で

あ
る
。
即
ち

　
ｏ
ｏ
　
ｃ
邑
一
＆
ｏ
ｏ
葦
鶉
Ｕ
｛
貫
冒
ｏ
鼻
・
｛
；
ざ
“
旨
３
彗
・
｝
■
ｐ
・

げ
◎
【
ｇ
Ｄ
９
ユ
色
８
．
炭
巳
－
ｇ
巨
乞
９
き
８
一
一
卑
｝
９
籟
奉
◎
｛
◎
｛
二
５

＞
冒
２
ざ
昌
■
昌
昌
嵩
◎
弟
冒
ｏ
目
け
（
ｏ
ｏ
ば
↓
ｏ
昌
口
ｑ
【
＄
。
・
．
旨
｛
◎
ｏ
６
。
・
巴
ｇ
・

目
◎
易
ｏ
】
）
◎
２
冒
ｏ
旦
之
◎
．
象
Ｎ
）
一
老
鶉
三
冒
阻
ｇ
一
宕
胃
．
岬
ｏ
ざ
勺
一

撃
毛
．

　
２
）
　
冒
冨
昌
９
♂
；
－
■
註
◎
…
◎
事
８
‘
■
暮
二
箏
サ
ｑ
～
Ｓ
８
一
、
牙
－
一

－
◎
．
考
ミ
一
〇
ｓ
ｏ
き
一
５
胃
一
Ｈ
り
争
毛
一
Ｈ
違
．
勺
？

　
こ
れ
ら
は
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
と
も
称
し
得
る
よ
う
な
文
字
通
り
の
小
冊

子
で
あ
り
、
決
し
て
専
門
家
を
相
手
に
し
た
理
論
的
・
体
系
的
な
書
物

で
は
な
い
。
平
易
且
簡
明
を
主
眼
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
も
一
般
大
衆
を

　
　
労
働
間
題
に
関
す
る
新
著
二
つ

目
標
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て
は
、
寝
こ
ろ
ん
で

読
め
る
書
物
で
あ
る
。
か
く
言
う
私
も
、
酷
暑
の
午
後
に
、
暑
さ
を
忘

れ
る
つ
も
り
で
気
楽
に
読
了
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
こ
れ

ら
の
小
冊
子
は
、
何
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
権
威
あ
る
機
関
に
よ
っ
て
、
豊
富

な
る
資
料
、
正
確
な
る
史
実
に
基
ぎ
編
集
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
内
容
を
形
成
し
て
い
る
諸
章
節
は
、
現
代
日
本
の
学
徒
に
は
も
と

よ
り
、
一
般
労
働
者
の
人
々
に
と
っ
て
も
緊
急
乱
切
実
な
課
題
で
充
満

し
て
お
り
、
不
断
の
興
味
を
そ
そ
る
も
の
で
あ
る
。
小
冊
子
な
る
が
ゆ

え
に
、
内
容
が
平
易
な
る
が
ゆ
え
に
、
決
し
て
軽
視
さ
る
べ
き
書
物
で

は
な
い
。
私
が
こ
れ
ら
新
小
薯
の
紹
介
を
思
い
た
つ
た
主
た
る
動
機
は

こ
こ
に
あ
る
。
更
に
ー
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
幸
い
に
二
つ
と
も
廉
価
で
あ

る
。
広
く
世
界
の
勤
労
大
衆
に
愛
読
さ
れ
る
こ
と
を
待
望
す
る
編
者
の

心
づ
く
し
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
何
れ
も
百
円
程
度
で
入
手
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
九
（
五
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
号
）

る
。
と
れ
な
ら
ば
、
一
杯
の
コ
ー
ヒ
ー
、
三
個
の
「
光
」
、
　
一
回
の
映

画
観
賞
等
の
節
約
で
充
分
で
あ
り
、
ア
ー
ル
バ
イ
ト
学
生
の
諸
君
に
も

堪
え
得
る
負
担
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
私
は
こ
れ
ら
二
つ
の
新
薯
が
専
攻

の
学
者
よ
り
は
寧
ろ
、
労
動
間
題
に
関
心
を
も
つ
大
学
の
学
生
諸
君
、

独
学
の
労
働
組
合
員
の
方
カ
に
、
広
く
愛
読
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

こ
の
願
望
が
、
私
を
し
て
急
き
よ
拙
な
い
紹
介
の
ペ
ソ
を
と
ら
し
め
た

の
で
あ
る
。
以
下
前
掲
の
順
序
に
従
っ
て
、
薪
薯
の
内
容
を
紹
介
し
よ

う
◎　

第
一
の
書
物
は
「
米
国
労
働
運
動
ハ
史
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
開
巻

第
一
頁
に
は
、
本
書
の
成
立
の
由
来
が
誌
さ
れ
て
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ

ぱ
、
本
書
は
既
に
数
年
以
前
海
外
に
駐
在
す
ゐ
労
務
官
の
利
用
の
た
め

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ボ
ル
ツ
（
｝
ｗ
・
・
ヌ
字
声
）
の
監
修
の
下

に
、
連
邦
労
働
省
労
働
統
計
局
産
業
関
係
課
に
よ
っ
で
編
集
さ
れ
、
最

初
ブ
リ
ウ
ム
（
－
一
；
冒
冒
二
．
室
・
）
の
執
筆
し
た
も
の
を
、
後
に
リ
ー

デ
ィ
ー
（
黒
＆
ざ
ヨ
・
・
老
・
）
が
修
正
加
筆
し
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

本
書
が
車
に
白
国
の
み
で
た
く
、
最
初
か
ら
海
外
の
読
者
を
対
象
に
し

て
編
述
さ
れ
た
も
の
な
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
ハ
、
第
一
章
∴
、
初
期
ハ
パ
労
働
組
今
に
つ
い
一
、
記
述
し
一
、
い
る
。
ユ

独
立
宣
言
以
前
即
ち
英
同
の
椛
民
地
時
代
に
於
一
、
∴
、
米
国
に
∴
真
の

　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
〇
（
五
二
六
）

労
働
組
合
は
存
在
し
て
い
な
い
。
手
工
業
又
は
家
内
工
業
に
於
げ
る
熟

練
幟
人
達
が
、
地
方
的
狂
共
済
組
合
を
組
織
し
て
、
重
病
、
負
債
、
死

亡
等
の
際
に
於
げ
る
相
互
扶
助
を
実
施
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
米
国

に
於
げ
る
最
初
の
労
働
組
合
は
、
一
七
九
一
年
以
後
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ

ヤ
、
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
　
ボ
ス
ト
ソ
等
に
於
て
組
織
さ
れ
る
に
至
っ
た

木
工
、
製
靴
、
印
刷
等
の
職
人
組
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
ど
こ
ま
で
も

地
方
的
な
職
業
別
組
合
（
；
ｓ
；
；
津
旨
一
昌
）
で
あ
り
、
当
該
職
業

に
於
げ
る
全
職
工
を
包
括
し
た
訳
で
は
狂
か
っ
た
か
ら
、
そ
の
勢
力
も

微
弱
な
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
そ
の
当
時
か
ら
一
九
世
紀
の
初
め
に

か
げ
て
、
労
働
組
合
特
有
の
戦
略
、
即
ち
団
体
交
渉
と
か
ス
ト
ラ
イ
キ

で
あ
る
と
か
言
っ
た
も
の
が
漸
次
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
団
体

交
渉
の
最
初
の
記
録
は
、
一
七
九
九
年
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ヤ
製
靴
工
と

そ
の
雇
主
ら
と
の
間
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
真
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と

言
い
得
る
最
初
も
の
は
、
一
七
八
六
年
、
同
じ
く
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ヤ

の
印
刷
工
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
お
る
が
、
そ
の
際
「
罷
業
手
当
」

　
　
　
　
　
　
　
　
」

が
支
給
せ
ら
れ
た
。
一
七
九
九
年
に
は
同
情
槍
業
、
一
八
〇
九
年
に
は

ゼ
ネ
ス
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
記
録
を
と
ど
め
で
、
い
る
。

　
か
く
の
如
く
し
一
。
擦
頭
し
た
労
働
組
合
運
動
は
、
雇
主
側
の
騨
圧
政

策
に
枕
し
つ
つ
、
漸
次
そ
の
勢
力
を
増
大
し
、
一
、
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
決

し
一
。
直
線
的
の
坦
ら
二
／
ソ
安
見
つ
大
適
で
ぷ
た
か
っ
た
、
，
経
済
釆
の
不

況
に
よ
っ
、
一
、
甚
大
な
痛
手
幸
、
う
け
、
或
時
に
政
治
運
動
に
走
い
、
或
時



よ
協
同
組
合
運
動
並
に
ユ
ト
ー
ピ
ヤ
患
想
の
洗
礼
を
う
げ
つ
つ
、
苦
難
・

盛
衰
の
経
路
を
辿
っ
た
の
で
お
る
、
し
か
し
乍
ら
組
合
運
動
∴
、
次

第
に
地
方
的
の
も
の
か
ら
都
市
中
心
の
連
合
体
、
当
時
に
於
て
ｃ
身

（
〕
・
鼻
邑
叉
は
掌
邑
２
．
ｑ
三
昌
と
呼
ば
れ
る
も
の
に
発
展
し
、
更

に
南
北
戦
争
（
一
八
六
一
－
六
五
年
）
を
経
て
全
国
的
衣
綿
織
に
ま
で

成
長
し
た
の
で
あ
る
。
南
北
戦
争
に
続
く
十
五
年
問
は
、
実
に
米
国
労

働
組
合
運
動
に
ー
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
。
言
う
ま
で

も
な
く
こ
れ
ら
は
主
と
Ｌ
て
職
業
別
の
地
方
組
合
、
都
市
聯
合
体
、
全

国
的
組
合
で
あ
っ
た
が
、
か
か
る
全
国
的
組
織
に
ま
で
発
達
し
た
組
合

を
如
何
に
統
合
す
べ
き
か
が
、
当
時
の
重
大
な
課
題
と
狂
っ
た
。
即
ち

０
Ｄ
職
業
別
を
考
慮
せ
ず
す
べ
て
の
組
合
を
直
接
加
入
せ
し
め
る
申
央
集

権
的
組
合
換
言
す
れ
ば
一
般
労
働
組
合
紺
織
か
、
似
地
方
組
合
の
自
主

性
を
保
持
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
を
職
業
別
の
全
国
的
連
合
体
に
統
合
す
る

か
が
間
題
と
な
っ
た
。
第
一
章
の
記
述
は
こ
こ
で
終
っ
て
い
る
。
・

　
第
二
章
は
「
近
代
的
労
働
組
合
の
発
展
」
と
題
さ
れ
、
一
八
六
九
年

の
労
働
騎
士
団
（
亭
・
之
・
ヨ
¢
○
邑
雪
・
二
烹
ｈ
目
一
サ
ｑ
一
景
・
二
三
貢
）

の
成
立
に
始
ま
り
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
一
八
八
六
年
組
織
せ
ら
れ
た
米

国
労
働
総
同
既
（
＞
旨
邑
・
；
『
＆
雪
峯
・
目
・
ｈ
；
ヴ
ミ
）
の
第
一
次

世
界
大
戦
終
了
ま
で
の
発
展
過
程
を
簡
明
に
追
求
し
て
い
る
。
周
節
の

よ
う
に
前
掲
の
…
の
原
則
に
従
っ
た
労
働
騎
士
団
は
、
米
国
の
実
情
に

則
せ
ず
し
て
衰
退
し
、
結
局
似
の
原
則
を
採
用
し
た
米
国
労
働
総
同
盟

　
　
　
労
働
間
題
に
関
す
る
新
著
二
つ

即
ち
Ａ
・
Ｆ
・
Ｌ
・
が
、
ゴ
ソ
バ
ー
ス
の
指
導
の
下
に
、
労
働
騎
士
団

を
圧
倒
し
一
，
前
進
し
　
米
国
労
傍
迄
動
に
肴
臨
十
ろ
に
至
る
経
終
が
物

語
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
又
Ａ
・
Ｆ
・
Ｌ
一
の
超
政
党
主
義
、
ク
レ
ー
ト

ソ
法
、
労
働
協
約
の
普
及
、
雇
主
側
の
反
組
合
闘
争
、
労
働
争
議
等
が

取
扱
わ
れ
、
１
・
Ｗ
・
Ｗ
・
等
の
急
進
的
左
翼
組
合
が
、
米
国
の
土
壌

に
は
根
を
下
さ
な
い
事
情
が
解
明
さ
れ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発

と
米
国
の
参
戦
は
労
働
組
合
の
発
展
に
好
都
合
で
お
っ
た
。
軍
需
産
業

の
繁
栄
と
労
働
力
の
不
足
と
は
組
合
の
急
速
な
発
展
を
刺
戟
し
、
一
方

違
邦
戦
時
労
働
局
（
多
；
；
一
オ
・
二
邑
勇
Ｈ
ｗ
；
邑
）
の
設
置
に
ー
よ

っ
一
、
、
労
資
に
二
時
的
休
戦
が
宣
せ
ら
れ
、
労
働
者
に
は
、
事
実
上
始

め
て
団
結
と
団
体
交
渉
の
自
由
と
が
保
障
さ
れ
た
。
労
働
紺
合
の
代
表

は
、
雇
主
側
の
代
表
者
と
と
も
に
、
戦
時
の
主
要
な
る
政
府
機
関
に
同

等
の
権
利
を
も
っ
て
参
加
が
許
さ
れ
、
国
防
政
策
の
推
進
に
協
力
し
た
。

一
九
二
〇
年
に
は
Ａ
・
Ｆ
・
Ｌ
・
の
組
合
員
総
数
四
百
万
に
上
り
、
全

組
合
員
の
七
〇
１
八
Ｏ
％
を
包
括
す
る
状
態
と
な
っ
た
。

　
第
三
章
は
第
一
次
世
界
大
峨
終
了
後
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
ま
で

の
期
問
に
於
げ
る
労
働
連
動
の
発
展
が
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
一
次
大

戦
終
了
後
、
政
府
の
統
制
が
撤
廃
さ
れ
る
や
、
雇
主
側
は
所
謂
オ
ー
プ

ソ
・
シ
ョ
ッ
プ
制
を
主
張
し
ゴ
、
組
合
側
と
対
立
抗
争
し
、
黄
犬
契
約
や

御
用
組
合
の
手
段
に
訴
え
て
組
合
を
弾
圧
し
た
。
加
う
る
に
戦
後
の
世

界
的
不
況
は
、
組
合
に
甚
大
な
打
撃
を
与
え
た
。
し
か
し
乍
ら
ニ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
一
（
五
二
七
）
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１
ニ
ァ
イ
ー
ル
の
開
娼
と
と
も
に
二
九
三
二
年
の
ノ
ー
リ
ス
．
ラ
ガ
デ

イ
ヤ
法
、
　
一
九
三
三
年
の
産
柔
復
興
法
（
第
七
条
ゆ
）
、
　
一
九
三
五
年

の
ワ
グ
ナ
ー
労
働
法
讐
に
ー
よ
っ
て
、
組
合
に
は
団
結
権
、
団
体
交
渉
権
、

罷
業
権
等
が
保
障
さ
れ
る
に
至
つ
て
、
そ
の
後
の
発
展
に
汁
目
覚
し
い

も
の
が
あ
る
・
而
し
て
か
か
る
組
合
運
動
の
躍
進
に
と
も
な
い
、
製
鋼
、

自
動
率
、
ゴ
ム
、
等
の
産
業
に
於
げ
る
大
量
生
産
工
場
の
組
織
化
（
そ

れ
は
不
熟
練
労
働
者
の
組
織
化
を
意
味
す
る
）
が
間
題
と
な
り
、
こ
れ

は
産
業
別
組
合
組
織
に
ー
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
Ａ
．

亙
．
Ｌ
．
の
職
莱
別
組
合
主
義
と
衝
突
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
而
し
て

一
九
三
八
年
十
一
月
、
遂
に
１
産
業
別
組
織
会
議
（
ｏ
昌
び
・
、
。
・
。
。
。
。
二
。
｛
自
、

。
ｎ
言
邑
○
晶
竃
一
Ｓ
二
◎
冒
）
即
ち
Ｃ
・
１
・
０
・
が
Ａ
．
亙
．
Ｌ
．
か
ら

独
立
し
て
組
織
さ
れ
、
こ
こ
に
米
国
の
労
働
細
合
は
、
Ａ
．
Ｆ
．
Ｌ
．

と
Ｃ
・
１
・
Ｏ
・
、
職
業
別
と
産
業
別
の
二
大
陣
営
に
分
か
れ
る
こ
と

と
た
つ
た
。
両
者
の
差
異
は
、
人
ヵ
の
想
像
す
る
程
明
確
な
も
の
で
は

な
い
が
、
こ
の
間
の
消
息
が
簡
明
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
　
「
真
珠
湾
の
攻
撃
は
、
労
働
者
、
使
用
者
団
体
の
す
べ
て
を
共
通
目

的
の
た
め
に
団
結
せ
し
め
た
」
と
言
う
記
述
に
始
ま
る
第
四
章
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
並
に
そ
の
後
に
於
け
る
労
働
組
合
の
動
向
に
関
す
る
記

録
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、
連
邦
戦
時
労
働
局
が
設
置
さ
れ
、

第
一
次
大
戦
の
場
合
と
同
様
、
雇
主
と
と
も
に
労
働
組
合
は
す
べ
！
、
の

主
要
政
府
機
関
に
参
画
し
、
戦
力
増
強
に
績
極
的
な
協
力
を
し
た
、
、
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二
（
五
二
八
）

か
し
乍
ら
戦
後
軍
需
産
業
の
縮
少
、
イ
ソ
フ
レ
の
進
行
に
伴
う
実
質
賃

金
の
低
下
は
、
三
回
余
に
亘
る
激
烈
な
賃
上
げ
闘
争
を
展
開
す
る
に
至

り
、
そ
の
た
め
争
議
の
頻
発
、
特
に
国
氏
経
済
を
イ
ヒ
せ
し
め
る
よ
う

な
全
国
的
大
争
議
が
発
生
し
た
。
そ
の
結
果
、
　
一
九
四
七
年
、
タ
フ

ト
一
ハ
ー
ト
レ
ー
法
が
制
定
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
事
情
が
説
か
れ
て
い

る
。

　
第
五
章
即
ち
最
後
の
章
は
「
一
九
五
〇
年
の
労
働
運
動
」
と
題
さ
れ
、

最
近
の
労
働
組
合
の
実
情
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
労
働
統
計
局
の
調
査

に
よ
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
九
月
現
在
二
〇
八
の
全
国
的
叉
は
国
際
的
組

合
が
島
る
が
、
こ
の
う
ち
一
〇
七
が
Ａ
・
Ｅ
．
Ｌ
二
二
〇
が
ｃ
．
１
．

〇
一
七
一
が
独
立
労
働
組
合
に
ー
そ
れ
ぞ
れ
所
属
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
組

合
負
の
総
数
は
、
千
四
百
万
か
ら
千
六
百
万
人
の
間
（
六
十
七
万
五
千

の
ヵ
ナ
ダ
労
働
者
を
含
む
）
で
お
り
、
紺
織
率
は
四
〇
％
と
言
わ
れ
る
。

Ａ
・
Ｆ
・
Ｌ
・
、
Ｃ
・
１
・
Ｏ
・
等
の
内
部
組
織
に
つ
い
て
簡
単
に
説

明
し
た
後
、
労
働
協
約
の
現
状
に
言
及
し
て
い
る
が
、
現
在
約
一
〇
万

の
協
約
が
締
結
さ
れ
て
お
り
、
千
五
百
万
の
労
働
者
が
そ
の
適
用
下
に

あ
る
。
而
し
て
協
約
の
内
容
と
し
て
は
、
最
近
福
利
厚
生
に
関
す
る
事

項
特
に
ー
社
会
保
障
に
ー
関
す
る
事
項
が
重
要
視
さ
れ
、
ス
ト
ラ
ィ
キ
に
訴

え
て
こ
れ
が
闘
い
と
ら
れ
ろ
有
様
で
あ
る
つ
叉
組
合
の
運
営
、
宣
伝
、

教
育
活
動
に
１
も
触
れ
、
ヶ
フ
ト
・
ハ
ー
ト
レ
ー
法
施
行
後
は
、
Ａ
．

Ｆ
一
Ｌ
一
・
Ｃ
一
－
一
〇
・
何
れ
も
政
治
的
活
動
を
重
要
視
す
る
に
至
っ



た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
更
に
Ａ
・
Ｆ
・
Ｌ
・
が
一
九
四
九
年
国
際
白

由
労
働
組
合
連
合
（
；
雪
；
ま
；
一
（
５
・
ま
・
ぎ
邑
；
・
｛
阜
・
・

一
一
；
宗
ｃ
目
一
昌
。
ｎ
）
の
結
成
に
努
力
し
、
同
年
共
産
主
義
者
の
支
配
す

る
世
界
労
動
組
合
連
盟
（
老
・
き
茅
宕
・
き
ｓ
・
｛
一
一
昌
亭
ｃ
三
・
舅
）

か
ら
脱
退
し
た
Ｃ
・
１
・
Ｏ
・
及
び
米
国
鉱
夫
同
盟
が
こ
れ
に
参
加
協

力
し
た
。
米
国
労
働
組
合
の
国
際
的
活
動
を
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
お

る
。
最
後
に
Ａ
・
Ｆ
・
Ｌ
・
と
Ｃ
・
１
・
Ｏ
・
と
の
職
線
統
一
問
題
を

論
じ
て
い
る
、
Ａ
・
Ｆ
・
Ｌ
・
は
組
織
上
の
統
一
を
主
張
す
る
に
対
し

て
Ｃ
・
１
・
Ｏ
・
は
単
に
特
種
目
的
に
関
す
る
共
同
戦
線
を
主
張
し
、

実
質
上
の
統
一
は
前
途
な
お
遠
い
が
、
両
者
の
距
離
∴
、
第
二
次
大
戦

後
著
し
く
接
近
し
て
来
て
い
る
。
Ｃ
・
１
・
Ｏ
・
が
自
主
的
に
共
産
主

義
者
を
幹
部
か
ら
追
放
し
た
こ
と
は
、
こ
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け
、
両

者
は
瓦
主
主
義
の
擁
護
の
た
め
共
同
し
得
る
と
結
ん
で
い
る
、
、

　
以
上
が
本
書
の
本
文
の
概
要
で
あ
る
、
米
国
労
働
運
動
｛
六
十
年
の

歴
史
を
塵
か
五
二
頁
に
圧
縮
し
て
平
易
乱
鮮
明
に
浮
彫
Ｌ
た
と
こ
ろ
に

特
色
か
あ
る
、
一
我
ヵ
は
こ
れ
に
よ
り
氏
主
主
義
国
家
に
於
け
る
労
働
組

合
の
運
命
に
っ
い
て
、
多
く
の
教
訓
を
学
び
と
る
こ
と
が
出
来
る
で
お

ろ
う
。
本
文
に
櫛
人
せ
ら
れ
一
マ
、
い
る
多
数
の
写
真
と
附
録
と
し
て
追
加

せ
ら
れ
た
一
七
七
八
　
　
一
九
五
〇
年
間
の
主
要
た
る
関
係
労
働
事
件

の
年
表
と
よ
、
本
書
に
二
段
の
光
彩
を
そ
え
る
も
の
で
お
り
、
叉
巻
末

に
掲
げ
ら
れ
た
文
献
∴
、
我
々
の
一
牌
つ
ざ
進
ん
だ
研
究
に
役
立
つ
で

　
　
　
労
働
間
題
に
関
す
る
新
著
二
つ

あ
ろ
う
、
、

　
尚
蛇
足
乍
ら
米
国
労
働
組
合
運
動
の
歴
史
並
に
ー
現
状
の
研
究
に
興
味

を
も
た
れ
る
方
は
、
本
書
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
文
献
以
外
に
、
終
戦
後

・
刊
行
さ
れ
た
次
の
諸
薯
作
を
参
照
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

－
、
ｇ
ｏ
昌
◎
～
句
．
一
＞
冒
ｏ
ユ
ｏ
彗
Ｈ
邑
一
ミ
ｃ
己
ｏ
量
．
■
２
一
■
｛
．
Ｈ
ゆ
亀
．
ｏ
唱
．

－
、
胃
↓
．
Ｈ
．
一
一
一
｛
－
◎
“
＞
．
○
．
一
Ｈ
邑
・
冥
－
、
；
三
げ
冒
。
。
彗
｛
■
争
一
）
二
・
ｐ
考
・

Ｎ
箏
｛
邑
｛
．
］
．
Ｏ
閉
９
ｏ
ブ
ｐ
℃
Ｕ
Ｈ
Ｈ
．
…
］
Ｕ
ｐ
自
ぴ
ｑ
プ
ｏ
二
ｋ
－
Ｏ
－
｝
・
－
　
■
ら
）
ｏ
【
　
、
Ｈ
◎
げ
・

庁
冒
．
｝
－
自
＞
自
一
〇
ユ
ｏ
ｐ
目
　
Ｈ
箏
｛
自
げ
？
ｋ
．
Ｈ
Ｏ
｛
ｏ
◎
．
ｏ
プ
ｐ
勺
一
肖
－
Ｈ
一
胃
－
…
　
Ｏ
冒
冒
・

冒
ぎ
』
・
一
‘
一
■
一
宵
目
｛
ｏ
ｏ
く
×
＜
ｏ
“
　
向
一
弓
二
一
一
－
き
Ｈ
ら
げ
ｏ
－
－
、
８
巨
ｏ
冒
ぎ

二
５
０
邑
片
＆
Ｕ
○
言
一
ｇ
．
ｏ
ｏ
【
｛
■
｛
．
宕
ミ
．
雲
）
．
Ｈ
８
－
お
○
◎
．
一
－
、
一
５
一
楊
．

Ｏ
．
！
く
二
Ｈ
巨
８
｛
２
０
二
◎
箏
ざ
Ｈ
一
ｐ
ご
ｏ
【
■
ｏ
ｏ
目
○
冒
日
３
一
Ｈ
ゆ
閉
９
で
？
　
Ｎ
０
ｏ
Ｏ
ｏ
ｌ

Ｏ
Ｏ
詔
∴
峯
８
～
Ｏ
．
司
．
Ｐ
目
｛
一
Ｚ
◎
『
亭
；
？
目
．
戸
一
■
８
昌
冒
｝
Ｏ
・
・
◎
｝

■
巳
・
一
ミ
彗
込
巨
｛
易
葦
冒
－
カ
巴
算
一
◎
易
．
Ｈ
鵠
９
勺
？
Ｈ
ベ
ム
９
一
考
巴
ヲ
９

－
ゴ
■
ｇ
Ｏ
ｃ
｝
目
ら
ｇ
蒜
ｐ
責
■
言
↓
・
・
－
ｑ
巳
｝
．
Ｈ
８
Ｈ
∴
カ
◎
旨
一
＞
．
室
．
一

Ｃ
邑
昌
○
○
・
一
匡
邑
亨
Ｈ
覇
ド

二

　
第
二
の
書
物
は
、
　
「
永
続
的
平
和
、
同
際
労
働
機
関
の
巡
路
」
と
駆

さ
れ
、
一
、
い
る
、
木
書
げ
標
題
の
示
す
通
り
、
同
際
労
醐
幾
関
即
お
１
・

Ｌ
・
Ｏ
・
が
一
九
一
九
年
そ
の
仕
率
を
開
始
し
一
。
」
以
来
今
日
ま
で
辿
り

来
っ
た
旅
賂
の
物
語
り
で
む
り
、
所
謂
「
社
会
的
正
義
の
た
め
の
闘
争

三
十
年
」
（
↓
§
ま
＞
景
ま
Ｃ
Ｃ
…
一
一
Ｐ
二
…
一
二
こ
景
二
？
○
。
一
一
。
邑
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
三
（
五
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
号
）

の
記
録
で
あ
る
。

　
、
　
　
、
　
　
、

　
ど
し
や
降
り
の
雨
の
日
、
工
事
の
現
場
で
足
場
を
踏
み
外
し
た
一
人

の
労
働
者
が
、
墜
落
し
て
．
董
傷
を
負
う
た
。
足
場
は
地
上
四
〇
フ
イ
ー

ト
の
高
さ
で
あ
り
、
原
因
は
恐
ら
く
雨
で
濡
れ
て
い
た
た
め
で
お
ろ
う
。

彼
は
現
場
に
働
い
て
い
た
外
国
人
労
働
者
の
一
人
で
お
り
、
善
良
た
男

で
あ
る
。
早
速
救
急
車
が
呼
ば
れ
て
彼
は
病
院
に
運
ぱ
れ
た
が
、
当
分

仕
事
に
は
つ
け
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
彼
は
不
幸
の
う
ち
に
も
幸

運
で
あ
っ
た
。
彼
は
災
害
補
償
を
受
げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。

数
年
以
前
だ
っ
た
ら
そ
う
は
い
か
狂
か
っ
た
ろ
う
。
「
な
ぜ
だ
」
と
諾

看
は
尋
ね
る
か
も
知
れ
狂
い
が
、
数
年
前
新
ら
し
い
労
働
者
災
害
補
償

法
が
制
定
せ
ら
れ
た
の
だ
。
本
法
公
布
以
前
に
１
は
、
外
国
人
労
働
寿
が

負
傷
し
て
も
災
害
補
償
を
受
げ
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
現
在
は
そ

れ
が
出
来
る
の
だ
。
こ
れ
は
全
く
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の
努
力
に
よ
っ
て
採

択
さ
れ
た
「
災
害
補
償
に
於
イ
、
外
困
人
労
働
者
を
内
地
人
と
同
等
に
取

扱
う
条
約
」
が
批
准
せ
ら
れ
、
前
記
の
法
律
と
し
て
施
行
さ
れ
て
い
た

た
め
で
あ
る
。

　
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の
璽
大
な
仕
泰
の
一
つ
を
暗
示
す
る
こ
う
し
た
平
凡

な
物
語
で
本
書
は
書
ぎ
始
め
ら
れ
て
い
る
。
一
岡
の
力
の
み
で
は
な
し

得
な
い
多
く
の
こ
と
、
す
べ
て
の
同
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み

な
し
得
る
多
く
の
こ
と
が
お
る
の
を
人
々
∴
知
っ
一
、
い
る
、
、
１
・
Ｌ
．

Ｏ
・
に
、
そ
う
言
う
意
味
で
の
国
際
的
な
も
の
で
お
る
、
同
際
的
協
調

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四
（
五
三
〇
）

が
戦
争
を
防
止
す
る
唯
一
の
方
途
で
あ
る
こ
と
に
は
、
何
人
も
異
論
は

な
い
で
あ
巧
う
。
す
べ
て
の
国
は
、
　
戦
争
を
誘
発
す
る
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
除
去
す
る
こ
と
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
叉
１
・
Ｌ
・

Ｏ
・
の
実
現
す
べ
ぎ
理
想
で
あ
る
。
過
去
に
於
て
既
に
そ
の
た
め
１
・

Ｌ
・
Ｏ
・
は
我
々
に
擬
助
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
我
々
は
今
日
１
・

Ｌ
・
〇
一
が
存
在
し
た
が
た
め
に
獲
得
し
得
た
何
物
か
を
保
有
し
て
い

る
。
唯
我
々
は
そ
れ
が
何
ん
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
だ
げ
だ
。
も
し
我

々
が
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
と
言
う
も
の
の
存
在
を
認
識
す
る
狂
ら
ぱ
、
恐
ら

く
我
々
は
も
つ
と
こ
れ
を
利
用
し
得
る
だ
ろ
う
し
、
我
々
の
援
助
が

１
一
Ｌ
一
〇
・
に
役
立
つ
か
ど
う
か
を
も
知
る
こ
と
が
出
来
ゐ
だ
ろ

う
。
か
か
る
意
味
か
ら
、
我
々
は
「
１
・
」
・
Ｏ
・
が
如
何
に
し
て
成

立
し
た
か
」
、
「
そ
の
理
想
は
何
か
、
組
織
は
ど
う
衣
っ
て
い
る
か
」
。

「
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
業
蹟
を
の
こ
し
、
現
在
ど
ん
な
仕
事
を
な
し
つ
つ

あ
る
か
し
、
「
将
来
な
す
べ
ぎ
仕
事
は
何
か
」
、
尊
々
に
つ
い
て
知
る
必

要
が
あ
る
。
而
し
て
本
書
ユ
、
我
々
の
か
か
る
要
望
に
最
も
簡
明
素
直

な
解
答
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
よ
う
に
、
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
は
国
際
連
盟
の
一
翼
と
し
て
成
立

し
た
。
そ
の
組
織
は
ベ
ル
サ
イ
ユ
平
和
条
約
第
十
三
章
に
規
定
せ
ら
れ
、

正
式
に
発
足
し
た
の
は
、
一
九
一
九
年
四
月
十
一
日
で
あ
る
。
爾
来
今

日
ま
で
三
十
余
年
の
歴
史
を
も
つ
。
同
際
連
盟
が
解
体
さ
れ
、
一
九
四

五
年
同
際
連
合
が
紺
織
少
、
」
れ
一
、
か
ら
∴
、
１
．
Ｌ
．
Ｏ
．
∴
、
ユ
ネ
ス



コ
や
国
際
食
糧
及
び
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
等
と
と
も
に
、
所
謂
「
国

際
専
門
機
関
」
（
ｏ
。
一
・
ｇ
邑
一
岬
＆
＞
び
・
昌
２
）
の
一
つ
と
し
て
、
平
和
の

維
持
、
人
類
の
進
歩
の
促
進
の
た
め
、
こ
れ
に
協
力
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
国
際
連
盟
の
時
代
は
、
そ
の
一
構
成
機
関
と
し
て
、
連
盟
に
加
盟

す
る
国
は
当
然
に
又
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の
加
鯛
皿
国
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

国
際
違
合
と
は
一
応
別
個
の
独
立
し
た
機
関
と
し
イ
、
、
そ
の
活
動
を
続

げ
て
い
る
。
従
っ
て
国
際
連
合
加
盟
国
は
、
当
然
に
す
べ
て
１
・
Ｌ
・

０
・
の
加
誰
国
と
ユ
な
ら
な
い
が
、
両
者
は
密
接
な
協
同
関
係
に
立
つ
。

１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
は
如
何
に
し
て
成
立
し
叉
何
が
ゆ
え
に
組
織
さ
れ
た
か
。

こ
れ
に
は
国
際
労
働
憲
章
の
前
文
が
最
も
雄
弁
に
答
え
る
で
あ
ろ
う
、
、

即
ち

　
「
普
遍
的
且
恒
久
的
平
邪
∴
、
社
会
的
正
義
に
立
脚
す
る
場
合
に
の

み
始
め
一
ソ
、
達
成
さ
れ
得
る
も
の
な
る
が
ゆ
え
に
、
而
し
て
大
多
数
の
人

カ
に
，
と
っ
一
一
、
の
不
正
、
困
難
、
畝
乏
、
そ
の
結
果
世
界
の
平
郁
と
調
和

と
が
縄
乱
さ
れ
る
如
ぎ
大
不
安
を
醸
成
す
る
労
働
諦
条
件
が
存
在
す
る

ゆ
え
に
、
又
こ
れ
ら
の
諾
条
件
の
改
善
が
緊
急
に
瑛
望
さ
れ
る
ゆ
え
に
、

－
：
更
に
叉
一
同
が
人
道
的
労
働
条
件
の
採
用
を
怠
る
こ
と
が
、
労
働

条
件
を
改
善
せ
ん
と
欲
す
る
他
国
の
障
害
と
衣
る
が
ゆ
え
に
、
締
盟
国

は
、
世
界
の
恒
久
的
平
郁
維
持
の
願
望
と
八
道
並
に
正
義
の
心
情
に
動

か
さ
れ
一
、
、
次
の
岡
際
労
働
照
章
に
同
意
す
る
」
、
．

　
社
会
的
正
義
に
基
く
国
際
的
労
働
条
件
の
改
善
と
向
Ｌ
、
そ
れ
を
通

　
　
　
労
働
間
題
に
関
す
る
新
著
二
つ

じ
て
世
界
の
恒
久
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の

成
立
し
た
理
由
で
お
る
。
而
Ｌ
で
、
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の
か
か
る
理
想
は
、

一
九
四
四
年
の
「
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ヤ
富
言
」
に
よ
っ
て
再
確
認
せ
ら

れ
た
。
こ
れ
は
一
九
四
六
年
改
正
せ
ら
れ
た
国
際
労
働
憲
章
の
附
属
書

と
し
て
採
録
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周
節
の
通
り
で
あ
る
。
か
く
の
如

き
運
動
は
、
し
か
し
乍
ら
、
１
・
Ｌ
・
０
・
の
成
立
を
ま
っ
て
始
め
て

開
始
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
先
立
つ
約
百
年
の
前
史
が
横
た

わ
っ
て
い
る
。
　
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ウ
ェ
ソ
、
　
ダ
ニ
ェ
ル
・
ル
グ
ラ
ソ
、

「
相
互
に
殺
人
の
義
務
を
負
う
協
定
が
二
つ
の
国
の
間
に
締
結
さ
れ
る

の
に
、
、
人
命
を
保
持
し
、
人
々
を
幸
福
に
、
す
る
た
め
の
協
定
が
今
日
何

故
出
釆
な
い
の
か
」
と
憤
激
し
た
ア
ド
ル
フ
・
ブ
ラ
ソ
キ
ー
等
の
名
は
、

こ
れ
に
関
し
て
記
臆
さ
る
べ
ざ
で
あ
り
、
「
国
際
労
働
者
保
護
立
法
協

会
」
と
協
力
し
て
ベ
ル
ソ
協
定
を
成
立
せ
し
め
た
瑞
西
連
邦
政
府
の
不

断
の
努
力
も
忘
れ
ら
れ
て
ぱ
な
ら
な
い
で
お
ろ
う
。
本
書
は
こ
れ
ら
の

史
実
に
つ
い
て
も
簡
単
な
紹
介
を
点
っ
一
一
、
は
い
な
い
。
国
際
労
働
憲
章

立
案
の
苦
心
談
を
紹
介
し
一
、
後
、
本
書
の
残
余
の
頁
に
、
そ
の
大
部
分

が
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の
業
蹟
に
関
す
る
報
告
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
は
「
困
際
労
働
総
会
」
、
「
理
事
会
」
「
同
際
労
働
局
」
等
の
組
織
や
運

営
、
条
約
や
勧
告
の
成
立
手
統
、
効
力
、
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
に
附
置
さ
れ

た
多
く
の
専
門
季
員
会
響
の
活
曜
が
、
平
易
懇
切
に
解
説
せ
ら
れ
て
い

る
。
職
争
中
の
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の
活
動
も
見
逃
し
一
一
、
∴
次
ら
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
五
（
五
三
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
四
号
）

就
中
我
々
の
興
味
を
ひ
く
の
は
、
条
約
が
何
故
加
盟
各
国
に
よ
っ
て
早

急
に
批
准
さ
れ
な
い
か
に
ー
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
し
か
Ｌ
乍
ら
一
九

五
二
年
三
月
一
日
現
在
に
於
て
、
．
一
、
二
六
二
の
条
約
批
准
が
行
わ
れ
、

六
月
十
五
日
現
在
で
は
、
こ
れ
が
一
、
二
九
一
に
増
加
し
た
（
Ｈ
目
｛
、
。
。
一
、
｝

竃
－
Ｈ
・
争
…
き
一
・
自
・
之
◎
・
Ｈ
Ｎ
・
ｏ
・
澤
ｏ
◎
・
）
。
叉
一
九
五
一
年
の
第
三

十
四
回
総
会
ま
で
に
、
丁
度
一
〇
〇
の
条
約
を
採
択
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の
俸
大
な
る
功
蹟
を
物
語
る
記
録
と
言
わ
な
げ
れ

ぱ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
労
動
組
合
の
組
織
が
強
大
で
あ
る
諸
国
、
経

済
的
利
益
の
競
合
す
る
諸
国
に
於
て
、
条
約
の
批
准
の
可
能
性
の
多
い

こ
と
が
立
証
せ
ら
れ
て
い
る
の
も
、
我
ヵ
の
注
目
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な

い
現
象
で
あ
る
。
更
に
、
国
際
労
働
条
約
、
塑
言
す
れ
ぱ
国
際
労
働
法
は

施
行
の
た
め
の
強
制
力
を
峡
く
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
そ
れ
は
世
界
の
輿

論
の
力
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
「
１
・
」
・
Ｏ
．

の
利
用
し
得
る
強
行
力
は
、
唯
世
界
の
輿
論
あ
る
の
み
」
、
　
こ
れ
は
ま

こ
と
に
聞
く
べ
ぎ
文
字
で
あ
．
ろ
う
。

　
本
書
は
附
録
と
し
て
加
盟
国
の
条
約
批
准
状
態
、
第
一
回
総
会
か
ら

一
九
四
九
年
第
三
十
二
回
総
会
ま
で
に
採
択
さ
れ
た
条
約
、
１
．
Ｌ
．

Ｏ
・
の
定
期
的
、
不
定
期
的
刊
行
物
、
附
置
さ
れ
た
各
種
委
員
会
、
世

界
各
国
に
於
げ
る
支
部
、
支
所
等
を
掲
げ
、
最
後
に
英
文
で
書
か
れ
た

１
．
Ｌ
・
０
・
に
関
す
る
参
考
文
献
を
収
録
し
、
一
、
い
る
。
こ
れ
ら
は
本

書
の
利
用
者
に
ー
と
つ
て
、
非
常
に
重
宝
で
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
（
五
三
二
）

　
我
国
は
成
立
当
初
か
ら
昭
和
十
三
年
事
実
上
脱
退
す
る
ま
で
、
理
事

国
と
し
て
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
に
重
ぎ
を
な
し
て
い
た
が
、
我
国
が
こ
れ
ま

で
批
准
し
た
条
約
の
数
は
、
塵
か
一
四
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
乍
ら

１
．
Ｌ
・
Ｏ
・
が
戦
前
の
我
国
労
働
立
法
の
発
展
に
１
大
き
な
刺
戟
を
与

え
た
こ
と
は
何
人
も
否
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
１
．
Ｌ
．
Ｏ
．
，

が
存
在
し
な
か
っ
た
な
ら
ぱ
、
恐
ら
く
成
立
し
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る

幾
つ
か
の
労
働
法
も
存
す
る
の
で
あ
る
。
戦
前
我
国
は
ソ
シ
ァ
ル
．
ダ
ソ

ピ
ソ
グ
で
、
１
・
Ｌ
・
０
・
と
は
間
題
を
お
こ
し
た
が
、
惨
耀
た
る
敗
戦

は
、
我
国
の
労
働
立
法
を
漸
く
国
際
的
水
準
に
ま
で
引
上
げ
た
。
幸
い

に
し
て
一
九
五
一
年
六
月
第
三
十
四
回
総
会
で
、
我
国
は
西
独
と
と
も

に
１
・
Ｌ
・
Ｏ
二
又
の
復
帰
が
承
認
せ
ら
れ
た
。
本
年
の
第
三
十
五
同
総

会
か
ら
、
正
式
に
代
表
を
送
り
得
た
の
で
あ
る
。
敗
戦
国
日
本
の
１
．

Ｌ
・
Ｏ
・
に
於
げ
る
地
位
ば
、
現
在
戦
前
の
如
く
電
く
は
な
い
が
、
そ

の
労
働
立
法
の
水
準
は
、
何
れ
も
１
・
Ｌ
・
Ｏ
の
基
準
に
達
し
て
い
る
。

ま
こ
と
に
運
命
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
言
わ
な
げ
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。

　
去
る
六
月
十
八
日
、
第
十
三
国
会
に
於
て
は
、
「
国
際
労
働
条
約
批

准
促
進
に
関
す
る
決
議
」
が
衆
・
参
両
院
に
於
て
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
決
議
を
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
我
国
は
国
際
社
会
の
一
員
と
し
て
、
労

働
条
件
の
国
際
的
水
準
向
上
の
た
め
、
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
と
協
力
し
、
も

つ
て
世
界
の
平
和
維
持
に
貢
献
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
１
．
Ｌ
．

Ｏ
・
は
「
黒
色
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
」
で
お
る
と
非
難
す
る
も
の
が



あ
り
、
現
に
ソ
違
は
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の
外
に
あ
る
が
（
ソ
違
も
一
九
三

五
－
三
九
年
ま
で
加
盟
、
米
国
は
一
九
三
四
年
加
盟
）
、
我
々
は
１
・

Ｌ
・
Ｏ
、
が
過
去
三
十
余
年
に
亘
っ
て
そ
の
理
想
の
実
現
の
た
め
努
力

Ｌ
来
っ
た
業
蹟
を
素
直
旦
謙
虚
に
評
価
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
、
本
書
は
絶
好
の
案
内
書
と
な
る
。
我
国
の
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
復

帰
が
実
現
し
た
現
在
、
我
々
は
１
・
Ｌ
・
Ｏ
・
の
存
在
を
再
認
識
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
扉
の
見
か
え
し
に
は
、
次
の
如
く
書
か
れ
て
い

る
。
「
こ
の
小
冊
子
は
、
１
・
」
・
０
・
紹
介
の
通
俗
書
と
Ｌ
て
役
立

た
ん
こ
と
を
期
し
た
。
こ
れ
は
個
ヵ
の
読
者
に
対
し
、
叉
国
際
違
合
と

国
際
専
門
機
関
の
仕
事
の
研
究
過
程
に
於
て
、
更
に
集
団
討
議
の
た
め

の
基
礎
と
し
て
、
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
も
し
あ
な
た
が
読

み
了
つ
た
な
ら
ば
、
あ
な
た
の
友
人
に
こ
れ
を
手
渡
さ
れ
ん
こ
と
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
る
」
。
本
書
を
通
読
し
て
、
こ
れ
を
同
学
の
友
人
に

す
す
ゆ
た
く
な
る
の
は
、
唯
私
一
人
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
二
、
九
、
四
）

労
働
間
題
に
関
す
る
新
著
二
つ

二
昌
七
（
五
三
三
）


